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計算科学において，大規模データの管理や活用は めて 要な課題となっている 計算情

報学研究部 データ基 分野は，データ 学関 分野の研究開発を している 的に

は， データベースや な情報源を統合的に うための情報統合基 技術，データ中に

もれた知 や規 を発 するためのデータマイ ング・知 発 技術，インター ット環

境においてさま まなデータを統一的に うための ・知 ベース・ 関 技術等の研

究を継続して行っている また，国際 科学統合機 （ ）等との を通じて，計算

科学の各分野における応用的な研究を推進している  

今年度は， 的 研究推進事 「さきがけ」（ 年 月〜 年度），

（ 年度〜 年度）等の外部研究資 をもとに研究を進展さ るとともに，計

算 ディカルサイ ンス事 をはじめとして，センターの 部 と した研究を 的に

推進した  

 

  研研究究成成  

[[ ]]  情情報報統統合合基基盤盤  

（関 研究費 科研費 基 研究 ， ） 

(1) 高次 データストリームに対する 率的外れ O

外れ は， のデータとは大きく なる を有するデータ イントを発 するデー

タマイ ングタスクで る 最 では，リ ルタイム性を有するストリームデータ等の

や に い，データストリームに対する外れ の 要性が高まっている の代

表的外れ 手法は， 間における イント間の や密度をベースにしているが，

これらの手法は高次 間では，次 の いのためにうまく機能しないことが されてい

る
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高次 データに対するより安定した外れ 方法として， 度ベース外れ （ OD）

が 2 年に提 された これは， 間中の る イント pを えた ， の イント対

rに対して p と prがなす 度を える 全ての イント対 rに対してこの 度を計

算しその分 を基に pの外れ 度合いを るもので る クラスターに含まれる イント（p2）

に対する 度の分 は，クラスターの境界（p3）または外れ （p1）の イントに対する 度

の分 よりも，広がりが大きい 向が ることが期 できる（図 1） 的な 度ベース外

れ の手法としてはいく かの が るが，その一 として，2 12 年に ham らによ

って提 された， による み付けを行わ に 度の分 のみを外れ に用い

る O 手法が る O は 的なデータ集合を対 としているが，本研究では，ストリームデ

ータにそれを 用 能とし， 分計算によって動的なストリームに対して外れ を 率

的に行う O を提 した

図 1 度ベース外れ 手法

 

O は，ストリームデータに対する 定 の 動 の イントを対 とし， の外れ

イントを， の 動のたびに 新して する t における の イント p を

えた ，外れ 度 O �(p)は， の の全ての対 rに対して p prがなす 度の分

を計算したもので る O �(p)が小さい ，外れ の 能性が高くなる 本研究では，外れ

度の が与えられた 合を 定し， 以下の O �(p)をも イントを外れ として

する問題を対 とする 間が 過し が 動した 合，新たな イントが に わり，

い イントが から 去される したがって， の イント pの O �(p)は，tが す

るたびに し る 単 な 動 に基づく計算では， が 動するたびに O �(p)の計算を

の全ての p に対して り す 要が るが， 動前と 動後の計算には なりが く，

単 な計算は 性が に大きい

O は 率的な 分計算を実現するために， の独自の イデ を導入した １点目は，

が 動した後に各 イント pが り る O �(p)の上下限 を， 動前の O �(p)に基づ

き 的低コストの計算で導 する方法を， 間 学的な によって示したことで る

これによって， O �(p)の 密な計算なし，上下限 のみを用いて外れ か かの 定が 能

となる 合が く発生する すなわ ，上限 が 以下で ればその 点で外れ で るこ

とが する また，下限 が を超える 合は外れ でないことが 密計算なしに す

る したがって， 密な O �(p)の計算が 要なのは，上限 が を超え，下限 が 以下で
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る 合のみになる これによって，コストの大きい 密計算が大幅に削減 能で る

目の イデ は， O �(p)の 密な計算が 要で ることが分かった際に，この 密計算を

前 p に対して 密計算を行った後に生じた の イントの ・削 歴に づいて

分計算により 率的に行うことで る p の O �(p)の に影響を与える イントの ，

削 は くの 合それ くはないため，全ての 点の対 rを対 に改めて O �(p)を

計算するよりも，この方法の方が 密 の計算も 率 できる

の実行 率を するために， データセットとリ ルデータセットで実 を行

った が 動するたびに を全て 計算する ，上下限 に基づくプロ ン

グは行わ 分計算による 密計算を用いて行う ，上下限 に基づく

密計算のプルー ングのみを実行する との性能 を行った の 動 には，

１ イントが ，１ イントが 去されるもとのし， された イントと削 された

イントの位置の を した 合の実行 への影響を した処理 間の 定結果を図 に

示す は， に，削 された イントと された イントの間の が小さい 合に

の方法よりもうまく機能する これは， くの イントに対する O �(p)の 密計算が上下限

を用いたプルー ングにより 要となり，か った 数の イントの O �(p)が に対す

る ・削 歴を 用して 分計算で 新されるためで る た し，削 された イン

トと された イントの間の が大きくなると， の性能は に づい

てくる さらに， 機 学 リ トリから 開されている高次 リ ルデータセットで

の実行 性能をテストした 図 に示すように，  はすべてのリ ルデータセット

で よりも 度 れた処理性能を示した  なお，本実 では，

と は性能が低いため含まれていない  

 

 

 

 

 

 

図 ・削 イントの を さ た際

の性能  

図 リ ルデータセットによる性能  
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(2) 拡 歴 合的データ分析処理に対するトレーサビリティ基  

データ分析技術の普及に い，実 会では なデータが ・分析され，その結果を

定に活用することが広く行われている その際， 定の 性を高めるために，導

された分析結果がどのような 拠で導 されたかを示すトレーサビリティが 要で る

トレーサビリティを するために，これまで分析結果の になった入力データを提示する

データ 歴が研究されてきた しかし 年のデータ分析には，コンテン データ処理や 処

理を活用した， ロ ックが に な処理を う 合的データ解析をしばしば うと

いう が る こうした 合的データ分析処理に対して， のデータ 歴を用いて に

なった入力データを提示する けでは，その入力データから 合的データ解析がどのような

拠で分析結果を導 したのかは できないという問題が る このことを まえ本研究

では， のデータ 歴 けでなく 合的データ解析の 拠も て提示する拡 歴

（図 ）を提 した  

 

はじめに 合的データ解析を デル する オ レータを提 し，それをリレーシ

ョナル デルに組み むことで 合的データ分析処理の デル を行った そして デル

された分析処理を対 に，先行研究の  という 歴を める ク リを活用し，

分析処理の実行後に 定された分析結果の拡 歴をピン イントに導 する基本的手法を

提 した  

さらに 率的な拡 歴の導 方法に いても以下の通り を行なった 提 手法で

用する  は，分析結果と入力データで共通する 性の を ーとして になった

入力データを する そのため図 のように分析結果と入力データで共通する 性が 在

しない 合は，分析処理の中間結果を して 歴を める 要が り，そのため拡 歴

を導 するためには分析処理の中間結果が 要で る 中間結果を 成する際，単 には  

 実行 に 要な中間結果を分析処理の 実行によって 成する プロー で

る ，  分析処理の実行 に らかじめ全ての中間結果をスト しておく プロー で

る   の の方法が 在する しかし，前者には分析処理を 実行

図 合的データ分析処理における拡 歴

AI
処理

データ
来歴 • 借入金額：大

• ローンの申請金額：大

判断根拠

データ
来歴

拡張来歴
分析対象データ

分析結果
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するため拡 歴導 に 間がかかるという問題点が り，後者には全ての中間結果をスト

するためのストレー コストが発生するという問題点が る そこで「 合的データ解析

の実行コストは のリレーショナル 算 の実行コストより くの 合 かに大きいため，

合的データ解析を実行する オ レータの 実行を けられれば 分に処理 間の

短 が める」という イデ に基づき，分析処理実行 には オ レータ 力に

たる中間結果のみ らかじめスト し，その の中間結果は後から 計算によって 成す

ることで導 間とストレー コストのトレー オ を図る   を

提 した  

実 では 上に実 した拡 歴導 システムを用いて， 合的データ分析

処理に含まれる オ レータの処理コストの が拡 歴導 処理 間に与える影響

を した 図 は拡 歴導 にかかった 間を表したグラ で， 軸は拡 歴導 を

行う対 のデータセットサイズを示している 図  が処理コストの い オ レ

ータを含む分析処理の 合に対応しており，図  が処理コストの い オ レー

タを含む 合に対応している 実 から オ レータの処理コストが い ど

 が拡 歴導 処理 間の短 に有 に 用することが示された さ

らに本実 で  は  と して スト するタプ

ル数を削減することに成 しており，ストレー コストの面でも  が有

で ることを示した  

 

図 拡 歴導 間の
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[[ ]]  デデーータタ イイ ンン ・・  

（関 研究費 科研費 手研究， さきがけ， ） 

       

知 ベースに された情報の活用は  や機 学 デルを するうえで 要な要

技術で る しかし， に代表される知 ベースに対する ル リズムは 大

な計算コストを 要とするため大規模なデータを うことが難しい 本研究では知 ベース

における の高速 手法  を開発した  は知 ベースのス

ーマ情報から， 性間の ー を えることで 処理コストを削減できることを理

的に示した 本 文では，  は  件規模の知 ベースにおいて，最先端の

手法と して  度高速に できることを確認した  

表 は提 手法 と最先端手法の実行 間を したもので る 表中の

は を実行できなかったものを示している また， と はそれ れス ーマ

の ， は事前計算を 要とする手法の事前計算実行 間を示している 表 から

らかなように，提 手法 はい れの設定においても事前計算を 要と ，

しく高速な 処理を実現している事がわかる また，図 では，知 ベース処理で 的

に利用される の 結果に対する 均 合率を示している この結果からも

は と同一 度を していることが確認できる  

本研究の成果は  分野のトップ会議で る に採択された 本の学

術期間からの同会議への採択は 年 りで る  

表  実行 間の  

 

図  度（ 均 合率）の  
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本研究では ット ークにおいて高速に 最 を行うための 引 手法を提

した グラ データに対する最 手法を高速 するためにこれまで 数の 引

手法が提 されているが，その くは ット ークなどの 面グラ を対 としたもの

で る ット ークは 面グラ とは なり ッ 同 の交 を く含む 性が る

ことから， 面グラ を対 とした 引 手法を用いたとしても， 引 に 大な計

算 間が 要となる， した 引を用いたとしても 最 を まり高速 できな

いという問題点が生じる 本研究では ット ークに含まれる基 ・ ー

を事前 し，それらに対して の 引を することで， ット ークに対する

引 と 引を用いた 最 の高速 を実現する 本 文の提 手法は

ッ から 成される ット ークに対する 引 を 未 ， 最 間を

度にまで高速 することに成 した  

図 において提 手法  の 引 間と 最 間を最先端手法 

  と した結果を示す 図中の となっている は 間以 に処理が

終わらなかったことを示している また，図中の    および は 面グラ で

り，それ以外は ット ークで る これらの結果から らかな通り，提 手法はい

れのデータセットにおいても 手法よりも高速な 引 と 最 を実現してい

ることがわかる 的には， 引 において提 手法は最先端手法と して最大で

高速で る また， 最 においては，提 手法は最先端手法と して最大

で 高速で る また， 面グラ と ット ークにおける提 手法の高速 率を

すると， ット ークにおいて提 手法は大幅な高速 を 成している これは上

した通り， ット ークに含まれている基 ・ ー を利用することが

果的で ることを示唆している結果で る 基 ・ ー を活用する高速 プ

ロー は が 年度に発 した新たな プロー で るが，本研究の結果からも同 プロ

ー の 用的な有 性が示唆されていると える  

本研究の成果はグラ 分析に関する国際会議 にて発表を行った  

 
図  引 間の （ 図）と 最 間の （ 図） 
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(3) G による ー サ グラ のオービット数え上げの高速

サ グラ 数え上げは，対 となるグラ に対して， 定の（数 ー からなる）グラ

（パターンと呼ばれる）がサ グラ として 現する 数を める問題で る さらに，サ

グラ の 現 数 けではなく，サ グラ における 点の （次数及び の 点との

続関 ）を数え上げるオービット数え上げは，サ グラ 数え上げより な統計情報を

ることができることから，研究が進 でいる その一方で大規模なグラ に対してサイズ

のオービット数え上げを行うには 大な計算コストを要する

このため本研究では，G を利用した高速なオービット数え上げ手法を提 した 基本的

には，サイズ のオービット数え上げを提 した O をベースに，これを G による

計算により高速 した O は， ー サ グラ 数え上げの手法で る SC をベー

スとしているため，それを G した過去の提 手法をベースに，G による を

行った 的には，グラ の有向グラ への およびパターン分割による数え上げの

プロー を し ， が な分割パターンの数え上げの部分を G 上で に実

行する手法を開発した さらに，G 上での 処理における き み 合を けるため，

各スレッ における 力サイズの推定を行うことで，処理 率を改善している（図 ）

くの実データを利用した 実 を行い，提 手法（表 2 roposal）は，C の

O に対して最大 16 の高速 を実現していることを確認した

図 スレッ き み 推定 表 2 実 結果

( ) S D- p ati による動的データベースに対する -最 の高速

くの プリ ーションにおいて，データはベクトルで表現され， るク リベクトルに

対して に位置する 件のデータベクトルを する -最 は，単なるデータベー

ス に止まら ，機 学 デルにおける計算にも利用される基本的な処理で る ビッ

グデータを う際には，ベクトルデータ自身の次 数とデータ数に応じた が 要と

なる一方で， -最 においては 確な 計算は しも 要でなく， なるベクト

ル間の 対的な が しければ， しいラン ングの結果が られるという が る

このため，ベクトル及び 計算を することで，性能を 端に とさ コストを下
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げるとともに，処理 間を短 する -最 が用いられる また，ベクトルの

には，ベクトルを 数の部分ベクトルに分割した上で， なる部分ベクトルの 心が る直

交 間によってベクトルの を する「直 」がよく利用される ところが，デ

ータの などでデータベースが動的に 新される 合，直 の過 で ベクトル

の計算おために生成したコー ックが最新のデータを でき ， の性能を でき

ないという問題が った

この問題に対して本研究では，動的データベースに対する直 手法で る O li

ro uct Qua ti atio （O Q）を高速 する手法を提 した O Qでは，最 なコー ック

を学 するため，データの のたびに全データに対して 分解を 用し最 な 行

を計算するとともに，それを にコー ックを 新する 要が った このため提 手

法では， データのみを利用することで，データ全 に クセスすることなく 分解

を行う S D- p ati を 用した その結果， 度を ，実行 間を改善することに成

した 図 は実データを利用した実 結果の図で る 上 は上位 2 件の 現度

（ call 2 ），下 は実行 間を示している また， は なるデータセットに対応する

提 手法（S D-up ati ）は，ナイー な直 （p ）と O li Q（op ）の中有間の

性能を ，大幅な実行 間の削減を実現している

図 S D- p ati を利用した直 手法の性能
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[[33]]  ・・ ベベーースス・・  

（関 研究費 ） 

 知 ベースを利用した高機能なテ スト 手法 

年，一般の知 を機 処理 能な形 で した知 ベースが 目され， や

など大規模なデータが くの応用で利用されている 大規模知 ベースは， くの

実世界における ンティティに関する情報が含まれており有用で る一方，最新の情報や

でない ンティティに関する情報に対するカバー率は低いという問題を この一方で，

テ ストから，そこに含まれる ンティティや ンティティに対する 及を し，知 ベ

ースを生成する「知 ベース 」の技術が研究されている これを利用することで，

のテ ストからそこで 及されている知 を データとして することができる こ

れと知 ベースを することができれば，テ ストに含まれる ンティティに対して，テ

ストに 及されていない情報や ンティティ間の関 を利用したより高度な が 能と

なる  

以上問題に対して，本研究では知 ベースを利用したテ スト 手法を提 した テ ス

トとして，一般的な電 ールを 定した タデータ デルを開発するとともに（図 ），

テ ストに含まれる ンティティや ンティティ同 の関 を利用した問合 を行うための

に基づく インタ ェースを開発した さらに 実 により，提 手

法によって， では困難 った ンティティおよび ンティティ間の関 に関する問合

を高 度に実行できることを確認した  
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図  提 する文 のための タデータ デル 

 低次 ベクトルへの め みを用いた 率の い知 ベースに対する 手法 

知 ベースとは， 一般的な知 を機 処理 能なデータ を用いて したもので る

年の 技術の進展とともに，さま まな実サービスにおいて利用されるとともに，機 学

の教 データの情報源としても利用されるようになった とりわけ，知 ベースに対して，

ユーザが 要とする 問に対して な を す 問応 （   ）は知

ベースを利用するために最も基本的か 要なタスクで る  

に対する プロー として， 年，分 表現学数を用いた手法が く研究されている

的には，教 データに含まれる 問文と の に対して， 問文と が 解で

ればそれらのベクトルの が く，そうでない 合は くなるようにベクトル表現を学

し， 問応 の処理の際には， 問文からベクトルを生成し，その の ベクトルに対

応する を えるというもので る 年の分 表現学 の進展とともに， くの手法が

提 されているが，その デルは大規模なもので り，学 及び 問応 の処理に 大なコ

ストを要することが問題で った  

この問題に対し，本研究ではベクトルを低次 間に することで， 問応 の 度を

大きく なうことなく，学 及び 問応 の処理コストを大幅に改善する手法を提 してい

る（図 ） 提 手法では， 問及び それ れに対してオート ンコー により低次

ベクトル表現を学 する データセットを利用した 実 の結果，提 手法
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（  及び  ）は， 度をやや うものの，実行 間を大幅に削減できるこ

とを確認した（表 ）  

 

図  知 ベースに対する 問応 の デル 

 

表  実 結果 

 

 

[[ ]]  デデーータタベベーースス 用用・・デデーータタ イイ ンンスス 

（関 研究費 科研費 手研究， 的研究（ ）など） 

           

 

生 からの ステー （ 状態・レム 等）の 定は， の における

査の一 で る しかしながら，生 を目で確認することから， ・技 の 力

が大きいという問題を有している これまでにも， ステー の自動 定手法は提 され

ているものの， 定の理 を提示することができ ， ・技 の ， の現 に

おける普及には らなかった  
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本研究では， 定理 の提示を大きな要件の一 とし， ステー 定を自動的に行う

新しい 層学 デル の開発と 定理 の解析を行っている 開発に際しては，

  （ ）と呼ばれる 層学 向けの理 提示手法に 目した この手

法では，各 における各ステー らしさを表すマップを計算， 間軸方向に集 すること

で最 の ステー を めることで，どの 間が 定に有用 ったかを簡単に示すことが

できる （図 ）  

図 は， 定理 となった 間と 波（ ・技 がステー を 定する際に 定の

拠とする生 波形）との関 を示しており， 定の 拠として有 とされた 間 ど，

波が く 現していることを示している この結果は，提 手法技 と同じ波形に基づ

いて 定していることを示唆しており， よりも のおける手法といえる ろう  

本研究の成果は筑波大学国際統合 科学研究機 （ ）との共同研究として，

 に投 中で る  

 

 できる実行環境 を用いた マル マップにおけるデータ 能な 入法 

年，クラウ コンピューティング環境が一般 し， 情報を含むさま まなデータが

クラウ サービス上に されている その一方で，プライベート情報の流 は大きな 会

問題となっており，クラウ サービス上のプライベート情報をいかにして するかは 要

な課題で る そのため， データベースに関する研究開発が活発に行われている と

ころが，単にデータを する けでは 分なセ ュリティを確 でき ，セ ュリティ

上の 威が ることが されている その一 がデータ の で る データ の

 

 

図  定理 提示の ， 定理 間

（オレン ）に 波が  

図  定理 間と 波の関  
目度が大きい 間に 波がより 在 
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とは， 者がク リ結果のサイズ（データ ）を し，その結果，データベースや問合

に関 する情報が らかになるというセ ュリティ上の 威で る  

この問題に対し， らは，データ を した マル マップへの 手法を提

した ここでマル マップとは，同一の ーに対して 数のバリューを 能な ーバ

リュースト を す らの手法は，データ を管理する ッシュテー ルに ッシ

ュを用いるとともに， 分プライバシーを 用することで，データ の を実現した し

かしながら，データの には対応していない   

そこで本研究では，データ を した マル マップにおいてデータ 入を実現す

る手法を提 した データ 入後もデータ を するためには， 入後もデータ に付与

されている イズが 分プライバシを している 要が る さらに，データ の

けでなく， 入 の も 要となる このため， 分プライバシーを利用して，デ

ータの 入に応じて イズを 入する また， 入 の のため，最新のプロセッサで

サ ートされている できる実行環境（    ）を利用する（図

） 実データ及び データを用いた 実 を行い，実 環境において レコー の

入に   を要することを確認した これは を用いない前の手法に べて 高速で

り，実用的な規模のデータに対して 用が 能で ることを確認した  

 

 
図  を用いた 入 能な マル マップ 

 

   

学生の 導状況（学生 学位の 文 ） 

（ 学）  

 大 
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できる実行環境を用いた マル マップにおける 入の実現 

 波  

       を用いた ー サ

グラ 数え上げ手法の高速  

 中野  

数知 ベース及びテ ストに対する 的問合  

 方 行  

分 ストリーム処理システムにおける ィルタリング処理 率  

  

       （ 合的 処理を う

分析処理に対するトレーサビリティ） 

 中  

リ クタリング前後のコー の一 性に 目した ッ  

  

間におけるデータ分析の 率  

    

      

 大 一  

知 グラ における 新 ンティティの  

 

学 （情報科学，情報 学）  

 大 直  

層学 を用いた ステー 定のための 波データスタイル  

 一 

データベースに対する の高速 に関する研究 

 直  

グラ データベースに対する高速な 関問合 に関する研究 

  

マッピング 語 を用いた データ統合システム 

  

プログラム文の間の 関 を利用した ッ 推  

 大 

を用いた 上のグラ ル リズムの実 と  
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なな   

 システム情報 学研究 情報理 学位プログラム 前期課 「 ロンティ イン

マティクス 」及び「 ロンティ イン マティクス 」世  

 

  部部  

  

            

           

    

 情報処理学会データベースシステム研究会 第 研究会 学生 大

一  知 グラ における 新 能性が高い ンティティの  

年 月   

 情報処理学会 年度 下 研究 中      ッ

リ クタリング推 手法に対する ッ を用いた 度改善の み  

年 月  

 筑波大学 年度    

 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム  学生プレ

ンテーション 中野   数の知 ベースに対する ー ー

 年 月 月  

 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム  学生プレ

ンテーション 次   ウェッ 分割を用いた大規模グラ の要 手

法  年 月 月  

 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム  学生プレ

ンテーション   密度ベースクラスタリング

手法 の高速  年 月 月  

 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム  学生プレ

ンテーション          

     年 月 月  

 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム  学生プレ

ンテーション 小   グコンピューティングにおける 推

処理の動的な 分  年 月 月  

 情報処理学会第 全国大会  学生 直 ， 次 ，  タン

パク データベースにおける高速な 関問合 手法の提  年 月 月
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 情報処理学会第 全国大会  学生 一，  データベー

スに対する 率的な 集 結合 ル リズム  年 月 月  

 情報処理学会第 全国大会  学生 ，  知 ベースを対

とした データ統合  年 月 月  

 

部部   

 研究 間 共同研究（ 年 月 年度） 

研究課題 の自動 システム及び の ・改善・ システムの

研究開発 

研究代表者  

全年度直 費 円（ 年度直 費 円） 

 研究 科学技術 機 ・未 会 事 （ 年 月 年度） 

研究課題 波を とする と 動の自己管理による  

研究分 者 （研究代表者 ） 

全年度直 費 円（ 年度直 費 円） 

 研究 新 ル ー・ 技術 合開発機 （ 年 月 年

月 ） 

研究課題 度ストリームにおける 技術の開発 

研究代表者  

全年度 円（ 年度直 費 円） 

 共同研究 間 共同研究（ 年 月 年 月 ） 

研究課題 データ ン リングの知 の応用による   のログ

及び資 情報の処理の高速 ・  

研究代表者  

直 費 円 

 研究 間 共同研究（ 年 月 年 月 ） 

研究課題 次世代データ解析基 のためのグラ データ解析技術に関する研究  

研究代表者  

直 費 円  

 研究 科学技術 機  的 研究推進事 （さきがけ）「 が く未 」

（ 年 月 年度） 

研究課題 超高速な ー ル データ統合処理基  

研究代表者  

全年度直 費 円 年度直 費 円  
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 科研費 手研究 （ 成 年度 年度） 

研究課題 超 計算環境における大規模グラ の実 間問合 処理 

研究代表者  

全年度直 費 円（ 年度期間 分 円） 

 科研費 手研究 （ 年度 年度） 

研究課題 対的生成 ット ークを用いた イズ 去手法の開発と生 への

応用 

研究代表者  

全年度直 費 円（ 年度直 費 円） 

 科研費 基 研究 （ 年度 年度） 

研究課題 高 機能を リ ルビッグデータ利活用基 の

 

研究代表者  

全年度直 費 円（ 年度直 費 円） 

 研究 ムーンショット型研究開発事 （ 年度 年度） 

と の「 り」の解 と が く新世代 の展開 

研究分 者  

年度直 費 円 

 共同研究 間 共同研究（ 年 月 年 月 ） 

研究課題 データ ン リングの知 の応用による   のログ

及び資 情報の処理の高度  

研究代表者  

直 費 円 

 

  

なし 

 

  研研究究  

 研研究究   

 きき   

学術 文  
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なし 

 

 国国際際   

   

なし 

 

   

査 付き国際会議 文  
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 国国 学学 ・・研研究究   

   

なし 

 

 のの のの   

学会発表  

 小  ， ， ， ，   コンパクション処理を活用し

た 規パス問合わ クセラレータの 実 ，  

，   年 月  

 小  ， ， ， ， ， 向け 動小数点数型

ーティングライ ラリの提 と実 ，     

年 月  

            

研究報 ュ ントコミュ ーション     年 月

 

 大  一    知 グラ における 新 能性が高い ンティティの

 研究報 データベースシステム     年 月  

 対     を用いた高次 データにおける 最 の高

速  研究報 データベースシステム     年 月

 

 本      関法による を用い

た 幅推定システムの基礎的 第 データ 学と情報マ ントに関する

ーラム    年 月 月  

    一  性改 問題の高速 に対する 第

データ 学と情報マ ントに関する ーラム    年

月 月  
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 大 一   知 グラ における 新 ンティティの 第 データ

学と情報マ ントに関する ーラム    年 月

月  

 中野   数の知 ベースに対する ー ー  

第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム    

年 月 月  

 大 基    ユーザ定 関数を利用した知 ベースと外部情報

源の統合利用手法 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム 

   年 月 月  

 直  次   グラ データベースに対する 関問合 手法の高

速 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム   

 年 月 月  

 次   ウェッ 分割を用いた大規模グラ の要 手法 第 デー

タ 学と情報マ ントに関する ーラム    年 月

月  

 高   部高    によるマイクロサッ ー

が 要な からの 度合い 定手法の開発 第 データ 学と情報マ

ントに関する ーラム    年 月 月  

   密度ベースクラスタリング手法 の

高速 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム   

 年 月 月  

 小  野    グラ 集 に基づく部分グラ

第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム    

年 月 月  

 野  小    結 を対 としたグラ ューラル

ット ークにおけるグラ 性能の限界 第 データ 学と情報マ ン

トに関する ーラム    年 月 月  

    的野 整  合的データ分析処理に対する拡 歴

導 手法と性能 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム 

   年 月 月  

             

  第 データ 学と情報マ ントに関する ー

ラム    年 月 月  

― 226 ―



筑波大学 計算科学研究センター 令和三年度 年次報告書 
 
 

-  - 
 
 

 大  渡 知   できる実行環境  を用いた マル

マップにおけるデータ 能な 入法 第 データ 学と情報マ ント

に関する ーラム    年 月 月  

 小   グコンピューティングにおける 推 処理の動的な

分 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム   

 年 月 月  

 対   を用いた高次 データに対する 最 の高速

手法の改善 第 データ 学と情報マ ントに関する ーラム  

  年 月 月  

 大 直 ， ，  層学 を用いた ステー 定のための 波

スタイル ューロコンピューティング研究会   年

月 月  

 直 ， 次 ，  タンパク データベースにおける高速な 関問合

手法の提 情報処理学会第 全国大会 全国大会   年

月 月  

 一，  データベースに対する 率的な 集 結合 ル リズ

ム 情報処理学会第 全国大会 全国大会   年 月

月  

 大 基， ，  知 ベースと外部情報源の統合利用環境 情報処理

学会第 全国大会 全国大会   年 月 月  

 ，  知 ベースを対 とした データ統合 情報処理学会第

全国大会 全国大会   年 月 月  

 大，  を利用したグラ 幅 先 の高速 情報処理学会第

全国大会 全国大会   年 月 月   

  大      オ ェクト 向プログラムの要 関 と

ッ の 文 を 用したクラス 推  研究報 トウェ 学（ ）  

    年 月  

 

 書書   

なし 

 

  異異分分野野 連連携携・・ 学学 連連携携・・国国際際連連携携・・国国際際活活動動  

l 環境研究部 との 報データベース「 ーカイ 」

（ ）の開発，管理， 用  
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l 物理研究部 との     （ ）    

 （ ）の  

l 計算 ディカルサイ ンス事  ビッグデータ 

l 国際統合 科学研究機 （ ）との マウスと トの 波 電図データを

利用した ステー の自動 定 ル リズム・ トウェ の研究開発  

  

  シシンンポポジジウウムム 研研究究 スス ーー のの  

 

  理理・・  

教  

l 学外 

 本データベース学会理事 

l 学  

 筑波大学情報 バナンス基  

 計算科学研究センター ビッグデータ・ 推進  

 情報科学 ・情報理 学位プログラム 国際交流 員会 員  

 情報理 学位プログラム デュ ルディグリー推進  

教  

l 学外 

 国立情報学研究 グローバルサイ ンス ンプ 2 2 年度「情報科学の

」 ンター

l 学  

 計算科学研究センター セ ュリティ 員会 員，共同研究 員会 員 

 情報科学 カリ ュラム 員会 員，クラス ，心 会 員 

 情報理 学位プログラム ルディグリープログラム推進 員，入 オン

ライン 員 

 ューマ クス学位プログラム 学生支援 員会 員 

教 

l 学外 

 なし  

l 学  

 情報科学 広報 員会 員 

 情報理 学位プログラム インターンシップ 員会 員 

 ューマ クス学位プログラム 広報 員会 員 ， 員会 員 
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  ・・国国際際  

教  

l 国際 員等 

 プログラム 員      

l 国 員等 

 情報処理学会データベースシステム研究会（ ）主査 

 情報処理学会 文 データベース（ ）共同 集 員  

 

教  

l 国際 員等 

 国際 ーナル 集 員       

 国際会議 員    

 国際会議プログラム 員     

l 国 員等 

 電 情報通 学会 データ 学研究会  員 

 本データベース学会 電 広報 員会 集 員 

 

教 

l 国際 員等 

 なし  

l 国 員等 

 なし  

 

  のの  

海外 期滞在 ィール ークなど 

なし 
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�������������� ff__##������,,jj 
  メメンン ーー 

教 能成

教

教

研究員

学生 大学 生 １ 学 生

   

間に わる情報を処理対 とする計算科学では 情報処理の 間表現と 間軸を 間に

合わ ることが で る。そのために，グローバルに拡がる 間 会とそれを り く環

境とを対 として研究を進めている。それによって られる実 データとシミュレーショ

ン結果とを融合さ た情報を 間に分かり い形で提示し 間 会へ ィー バックする

ために 計算 ディ を 立 とするコンピュテーションの新しい 組みを提 している。

また これまでの計算 ディ の り組みを発展さ る形で 教 は本センターの計

算 ディカルサイ ンス事 における   の研究を率いている。  

本年度は 学際領域として 情報学とス ー 学との交点で るス ー 解析に い

て研究を推進することを目 にしてきた。結果として大規模 間におけるス ー 解析

に関する研究では 次 に上げるような な研究成果を上げることができた。行動計 技

術の先端的な研究成果を上げることで ス ー パ ーマンス分析への応用展開が 能に

なり る。これらの研究では ス ー 学の研究者と協力して研究を進めている。 

また の中にいる 間に対する知的支援として カ ラによる定位技術のための基礎的

研究の発展（発表した国際会議で ）と 視 がい者に対する り技術とナビ ーシ

ョン方法に いて研究を進 さ ることができた。 

視 ディ を主 に置いた学際研究での研究展開も順 で り 機関との共同研究

のもと   の基礎技術の一 を確立した。また ンスを として

の新展開や 世界的にも前 のない形でのクラウ ーシングとの 果による 録

利用の新形態を提 することができた。 

研究活動の広がりとして 本センターとイスラ ルの    で 結

した により実施している共同研究に関 して 査 付国際会議 文１件を発表した。ま

た 本センターとオーストラリ の  と 結した により実施した共同研

究から 国際会議 文 件その の発表 件に った。 
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  研研究究  

[[11]]  ーー のの SLAM にに るる  

我々は、2つのカメラ ッドを自由に動かして、統合的で一貫性のある環境マップを デオ

フレームごとに構築する 自の手法 TWIN HEAD SLAMを提案する。 のカメラによる視

覚的 SLAMは 的 SLAMと れる。構築された統合環境マップは、 に、 カメラに

別に り けられた 2 つのトラッキングモジ ールで される。本研究の は、 カ

メラでの の デオフレームごとに 同 に統合環境マップを更新することを、計算量最

小で実 できることである。このことは、 一つのカメラで得られた 要な を、もう一

方のカメラのトラッキングモジ ールで に利用することができることを意 する。我々

は提案手法 OpenVSLAM をもとに実 し、2 台のカメラからの 像 を用いて、一貫性の

ある統一環境マップが作成できることを示した。2 台のカメラのローカラ ーシ ンモジ

ールはそのマップを利用して定位する。 

提案手法の実 システムを実行したときの様子を下図に示す。 色のピラミッドと 色の

ピラミッドは、それ れ なるカメラで推定されたカメラ位置に対応する。緑色のピラミッ

ドはカメラの最新位置を示している。点 は統合環境マップにおける 次 点である。 

 
 

OpenVSAMから した 用 像データの様子を下図に示す。カメラ 台が同じ

で れて 動している。 

 

― 231 ―



筑波大学 計算科学研究センター 令和三年度 年次報告書 
 
 

- 232 - 
 
 

システムの動作結果を下図に示す。オレンジ色のキーピラミッドはカメラ 、緑のピラミ

ッドはカメラ 2、カメラ のローカルマップは赤い点、統合環境マップは白い点に対応す

る。2 台のカメラが同じ区間を通ることで、一貫性のある統合された  つの環境地図が自

動的に得られる。2台のカメラは、もう 台のカメラの位置に関係なく、自由に空間を行き

来する。トラッキングのためのローカルマップは、グローバルマップの一部であり、グロー

バルマップは統一環境マップとしてフレームごとに更新される。このため、本手法では、こ

れまでの手法では必要とされたグローバルマップの更新を不要とし、計算量最小化に成功し

ている。 

 
 

本手法は、国際会議 In e n n  W p n A n e  I n  Te n  IWAIT  2 22

において e  pe  A の一つとして表彰された。 

 

[[ ]]  白白杖杖をを用用いいたた人人体体骨骨格格にによよるる視視覚覚障障ががいい者者のの姿姿勢勢推推定定      

視覚障がい者は、白杖を使って危険を回避している。本研究では、白杖を使う視覚障がい

者を画像から認識するにあたって、白杖が対象者の腕の延長とみなす方法を提案する。これ

により、白杖使用中の歩行者の姿勢を安定して推定することに成功した。これによって、視

覚障がい者の歩行の様子を推察することができる。 

提案手法では、既存の人体姿勢推定手法である Open eを拡張し、白杖を持つ人の姿勢を

推定する。ここでは、白杖を人体骨格モデルの一部として組み込んでいる。白杖を持つ視覚

障がい者の画像データベースを構築し、拡張人体骨格モデルのネットワーク学習を行った。

右利きと左利きの歩行者を分けて学習させる必要があるため、学習画像から白杖を持つ手の

左右を判別する方法を開発した。姿勢推定の結果から、白杖の動きを解析することができる。

我々は、白杖の角度に着目し、その揺れ頻度を分析する。実験を通して、本システムが白杖

を持った人間の姿勢と白杖の振れ幅を正しく推定できることを確認した。 

次図で番号 と番号 が拡張骨格で追加された体の一部である。これが白杖に相当する。

利き手が左右のどちらかであることから、モデルは二種類用意している。 
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推定結果の を下図に示す。

 
 

一続きの で拡 デルにより 推定を行い そこから の に対する 対

的な動きを解析することで の 状況を推 することができる。下図では 対 者が

一定の 期で を りながら いていることがわかる。これにより 対 者の 行が順

に推 していると なすことができる。本研究に いては 国際会議 の 国

シン ウム 国 研究会にて成果発表をした。 

 

 

 

 

[[33]]  部部 にに のの 置置 ととスス ロローー       

の分野では でのパ ーマンス 査が 要で り パ ーマンスの向上に

役立 。 は の広視野 から 手の位置推定を行う研究を行っている。課

題は し きや な の により 手がカ ラから れる 能性が ることで

る。これらの問題を解 するために 実 合における 手の 部の 用データセット

を用 した。 資 に いては 本 の協力を ている。 は の学

を行い 学 後の によって  で 部を することに成 した。また 位

置推定に え 面上と 面下の の ッ クラスを することで 間 過に うス
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トロークの状態を 査することを新たに 能とした。 技で参 全 手の位置を継続的

に し か 各 法の状態推定まで 認 のみで 能とした研究としては 世界最先端

レベルの成果で るといえる。 

下図は 者の位置と状態の推定を行った一 で る。 上がバタ ライ 上が

下が 下が自 形で る。状態推定としては 部が 面上か 面下かを するこ

とができることから 間 過を うことでストローク解析も 能となっている。 

 

 

 

 
 

ートルバタ ライでのストローク解析の を示す。各セルが レームに

する。 一 のセルの上端から いオレン のセルまでが ストロークに する。 か

ら へ向かって 技開始 からのストローク数となる。 いオレン は 部が 面上に

る状態を示している。本研究に いては国際会議 で発表を行った。 
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[[ ]]  のの のの のの イイ のの物物 のの ナナ ーーシシ ンン 

視 者のために イ を用いた手の らサイズの目 物への ナビ ーシ

ョン法を提 した。提 手法の利点は カ ラ付きウェ ラ ルデバイスを用いることで，

視 者が るべき対 物まで できることで る。本提 方 では 事前に の

を設定する けで 視 に基づく事前 録が 能で るため の らゆる状況に 用

できる。ナビ ーションは ナビ ーション ディナビ ーション ン ナビ ー

ションの のステー に分解される。 行ステー に いては 先行研究の成果で る

プリを利用する。続く のステー では ンカーを導入する。 ンカーは ら

かじめ対 物に 録しておく。 による イ ンスで手の らサイズの分解能でター ット

に できるよう な イ ンスを用 している。ステー の り えは 動で

通知する。 

 

 

スマート ンを用いた 実 を行った結果 提 手法により れた位置から手の

らサイズの目 物までユーザを 導できることが確認できた。研究成果を で発

表した。 
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[[ ]]  野野球球 用用 のの ーー ンン にに けけ ッッ 動動 検検出出 

本研究では 分野間 として広 大学 合科学部・ 間 会科学研究科ス ー バイ

オ カ クス研究 と共同研究を実施した。本研究では 者が投 を した から レ

ーミング中の 手のミット 動 を する手法を提 した。提 手法では 物 手

法を用いて野 ールが投手から れた レームをリリース レームとして した。リリ

ース レームに 推定手法を 用することで レーミング に な各 に対応

するストライク ーンを した。 された野 ールの最終 レームを レーム

レームの野 ール位置を 位置として した。物 手法を用いて 手のミ

ットを し 前後  のミット 動 が最小となる レームをミット 止 レーム

ミット 止 レームのミット位置をミット 止位置として した。実 実 の結果 リリ

ース レーム ストライク ーン は高 度で った。また した 位置とミ

ット 止位置を用いて レーミング中のミット 動 を 視 した。 

 

野 を用いた 手の レーミング技術におけるミット 動 手法の 要

した レーミング中のミット 動 の 視 によって ミットを  （野 ール

分）動かすことが レーミングに 果的で ることがわかった。 
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[[ ]]  ンン ンン にに けけ ッッ ーー 用用 点点 域域のの検検出出 

本研究では 分野間 として広 大学 合科学部・ 間 会科学研究科ス ー バイ

オ カ クス研究 と共同研究を実施した。本研究では バ ミントン 技 に対する

手の ット ーク を用いた 点領域の 手法を提 した。バ ミントンシングルスで

は通 自 コートの中 付 をベースとし 自身がショットを った後は ベースに り

手 手の に備える ット ーク 性が る。ベースから の 点に 動したの ベ

ースに る という 動 の中で の 点はショットが たれた 点で る。提 手法

では 手の ット ーク を解析し ベースから の 点に 動したの ベースに

る という動きから ットタイミングを した。 ットタイミングにおける 手位置が含ま

れる 分割領域を 点領域と定 し 点領域の を みた。実 実 の結果 コート手

前の 手の 度（ ）は コート の 手の 度（ ）は で っ

た。以上より 手の ット ーク から 点領域を できることを確認した。 

 
 

ット ーク に 目した 点領域 手法の 要 コート手前の 手の 現率は

合率は で り 提 手法は高い 度で ることを確認した。 

 

[[ ]]  ンンススとと 連連動動 生生成成 のの  

新型コロナウイルス感染症（ ）の影響により ンサーがパ ーマンスを す

る は ステー から ディ へと している。そのレ リ ンスな教 として 高 生

の ンス部を応援するために 年よりテレビ の の一 として「 ンス プロ

ェクト」が実施された。 は ンス プロ ェクトに参 する高 生の 影および
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動 制 をサ ートする形で協力し の活用 を向上さ ることを目的とした。そこで

コンピュータビ ョンの最先端技術を活用した 生成手法を提 する。研究協力 ンス

部の高 生とコンセプト りや 影 などに り組み 源のビート 手法とオ ェ

クト ル リズムを活用した ンスと を 動さ た 生成手法を提 する。

機の を 処理によって拡 し と ンスが一 しているような 果を い

感のない を生成する。動 集の難しさを解 するためにカット割りとズーム設定の自

動処理を提 する。 ンス プロ ェクトを通して 高 学 科目「 合的な 究の

間」と同 の り組みを部活動の一環とし 新たな教 デルを提 する。「 合的な

の 間」に向けて 高 生に対し トウェ を用いた動 集方法とコンピュータビ

ョン技術を活用した 生成手法に いて した。 の活用 の向上に関する 向 査

では ンス プロ ェクトと本研究活動を通して参 者の の活用 が向上したこ

とを確認した。以上より 研究に協力いた いた高等学 へ 会活動を実施した。 

 

― 238 ―



筑波大学 計算科学研究センター 令和三年度 年次報告書 
 
 

-  - 
 
 

ビートに合わ て さ た 機のパターン提示 ン ート結果より 生 全員が高

感に対して 果が り 感がないと感じていることを確認した。「 機の が わ

った前と後の動 を べて た に わった後の方が るく しげなようにみえた」とい

うコ ントや「実は 機の が わっていたことは知らなった」など 高 生の要 を

たすような高 感が り か 感のない 生成が実現されていることを確認した。 

 

[[ ]]  とと 次次 デデ のの 置置合合  

計算 ディカルサイ ンス（   グループ）として 整形外科手術を対 と

した視 支援法に関する研究を実施した。単 と 次 デルをマーカなどの

示的な手がかりを用い に 合わ る手法を した。下図 に示すように ューラ

ル リューム表現を用いて 単 から となる の 次 リュームを推定す

る 層 ット ークを学 する。 次 点 の位置合わ 処理（  （   ）

ル リズム）を用いて 推定 リュームと リュームを 合わ た結果を下図 に

示す。術前に した デルに基づく施術計 を術中に 影した 視 上に

することによって処置の を視 的に確認すると同 に 視 影 置の位置 （カ

ラパラ ータ）を推定する。本研究は 科大学 センターの整形外科 ・

一 教 機 ーカの株 会 と 手術現 での実利用を目的として共同

で実施した成果で る。国際会議 において 発表を行った。 

 

 
 

[[ ]]  大大 ななアアスス ーー のの ーー ンンスス計計  

筑波大学 教 と共同で 全国各 に 在する 数の スリートのパ ー

マンスを統一的に分析するための計 方 に いて研究した。ス ー 現 で 用される
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 で 直 び スプリント 方向 の規定 動を 影する。カ ラの設置状態

の いによる え方の を するために 形状が 知の物 を 影しカ ラの位置

を推定する。本研究では 現 での入手しやすさを し ラ ープを採用する。 層学

によって から の 次 情報を する処理を 影 に 用し ス

リートの 次 情報を する。 （    ） ット ーク

を用いて パターンから のパ ーマンスを推定する。同一 技に り組む

ュ からシ そして リートまでの スリートを継続的に計 することにより 期的

な 成計 や の 止などに 果を発揮することが期 できる。以上をまとめた研究成果

を 情報 ディ 学会 年 大会にて発表した。 

 

 
 

 

[[ ]]   にに 化化  

文 の 活動支援を目的とした研究を実施した。文 の 年 を ためには

期か 度の高い が められる。 影はその一 の手 で る。一方で 世界各

に点在する文 を 的に するためには 大な 手が 要となるため現実的とは

い難い。本研究では 文 を れる 数の 学者を リ ースとして活用する ーカイ

ビングプラット ームを した。文 管理者は ローンなどを用いて事前に生成し

た文 の 次 デルを用いて が 要な とその 影 点を 型インタ ェー

スで 示する（ 生活で 染みの い 型インタ ェースも開発した）。その 示情報

に基づき 影リク スト サイトと そのサイトへのリンクが め まれた コー

が生成される。 コー は文 の に 示され 示を て を った 学者が

示に って の 影と提 を行う。 影された データは管理者の に され 文
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の 活動計 の参 情報として活用される。本方 は 課と協議を

されたもので り 者を対 とした実 実 を計 中で る。以上をまとめた研

究成果を 本バー ルリ リティ学会 第 合現実感研究会にて発表した。 

 

 

 

[[ ]]  のの 次次 粒粒度度分分  

次 処理を用いて採 現 の発 を 率 する研究に り組 。発 の結果

生み される は発 りと呼ばれる。その発 りに含まれる のサイズの分布を

度分布という。 研究では 発 りを 影した 視点 から 次 点 を生成し そ

の形状 から 度分布を計 する手法が かったが 次 点 や 形状の

性などの により 分な計 度が実現されたとは い難かった。本研究では 層学

を用いて 次 点 からその 度分布を推定することにより 上 した問題を解 する。 

層学 の推定 度を向上さ るためには 性の高くか な 件を した学

データが 要で る。本研究では データから で 確な学 セットを生成し それを

用いて 層 ット ークをトレー ングする。本方 は オーストラリ ・ 大学

大学 海 大学の資源 学研究者との共同研究によって されたもので り 採 現

への導入への期 が高まっている。以上をまとめた研究成果を国際会議    

      にて 発表した。 
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学生の 導状況

  学  拡 現実型情報提示を用いた自動 行 の シミュレー

タに関する研究 

  学          

      

 

 

大   学  前 波ベータ 波数 に 目した  交通環境 の安心

感  

中  安  学  広域 影 からの 用者の状態推定 

上   学  物 動 のための 動 の 間的な集 法 

野  学  発 りの 度分布推定のための 次 点 に基づく 層学  

  学             

   

本  学  バ ミントン 技におけるシ トルを る際の しさの要  

  学  文 のデ タル ーカイビングのための インタ ェースを

用いた 影 示に基づく 情報 集方  

  学  の対 性を利用した 視投影に基づくス ッ の形状  
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宇津呂 雄生 学士(工学) 相撲における骨格情報を用いた決まり手分類 

川田 洸希 学士(工学) 方向指示のための視線反応型アクティブパターンの検討 

坂井 甚太 学士(工学) 映像作品のカメラワーク推定のためのカメラと被写体の位置姿勢

推定 

島田 和輝 学士(工学) 自動走行車両搭乗者の予備動作喚起を目的とした映像の生成と提

示 

菅野 大和 学士(工学) 野球映像を用いた捕手のフレーミング技術におけるミット移動軌

跡検出 

田中 直樹 学士(工学) バドミントン映像におけるフットワーク軌跡を用いた打点領域の

検出 

 

55..  受受賞賞、、外外部部資資金金、、知知的的財財産産権権等等 

受受賞賞  

1. Best Paper Award of The International Workshop on Advanced Image Technology, Riku 

Yamasaki, Hidehiko Shishido, and Yoshinari Kameda, A Frame-By-Frame Integrated 

Environment Map Building Method in Cooperative Slam, 2022/1. 

2. Silver Prize, Excellent Paper Awards for oral presentations, GCCE 2021, Yinghao Wang, Chun 

Xie, Hidehiko Shishido, Shinji Hashimoto, Tatsuya Oda, and Itaru Kitahara, A Surgical Bullet-

Time Video Capturing System Depending on Surgical Situation, 2021/10. 

3. FIT 奨励賞，第 20 回情報科学技術フォーラム，董 思斉, 宍戸 英彦, 北原 格，被写

体の対称性を利用したスケッチ形状の補正手法，2021/8. 

4. MIRU 学生奨励賞, 上田 樹, 宍戸 英彦, 北原 格, 連動する骨格動作の表現に適した

時空間特徴の学習による人物運動予測法, 2021/7. 

 

外外部部資資金金  

1. 科研費・基盤(B) 「生体と行動の計測に基づく VR体験の主観評価安定化」(2021-2024

年度) 代表者：亀田能成(研究分担者：宍戸英彦) 全年度直接経費：960万円（2021年

度直接経費：240万円） 

2. 科研費・挑戦的研究(萌芽)「プレッシャーコントロール下でのスポーツスキル獲得の

効果解明」(2019-2021年度) 代表者：亀田能成 全年度直接経費：470万円（2021年度

直接経費：140万円） 
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 科研費・基 「解 型ウェ ー の分かり さ・ さの自動 定とそれを用い

た ー 推 システム」 年度  代表者 研究分 者  全

年度直 費 円（ 年度直 費 円 分 円）  

 科研費・基  「 自動 行プラット ームを用いた 者の 性を向上す

る 動感 制 」 年度 代表者 研究分 者  全年度直

費 円（ 年度直 費 円 分 円）  

 科研費・基  「柔軟 の形状推定と術前 デルへの実 間位置合わ を行う

手術ナビ ーション開発」 年度 代表者 大 幸 研究分 者  全

年度直 費 円（ 年度直 費 円 分 円）  

 科研費・基 「 と 動 が 在する 間における外向け 開発・ 基 技

術」 年度 代表者 野 研究分 者 ）全年度直 費

円（ 年度直 費 円 分 円）  

 科研費・国際共同研究 「 代における 率的な発 のためのデ タ

ル イン技術の共 」 年度 代表者 研究分 者

）全年度直 費 円（ 年度直 費 円 分 円）  

   研究領域「 間と した 的協働を実現する知的情報処理システム

の 」研究  「  柔軟でス ーラ ルな と機

の知力集 」代表 行（研究分 者 ）全年度直 費 円（

年度直 費 円）  

   レン 「マーカレス 次 関 位置に基づくバ ミントンショッ

ト情報の 視 」代表  年度 円  

 共同研究・株 会 立 「外界認 のための 次 理解」代表者

 年度 円  

 科研費・研究活動スタート支援「投影型拡 現実を用いた 手術支援システム

の 」 年度  代表者  全年度直 費 円（ 年度直

費 円） 

 

  

  行     シールと  を ない 難状況 置  年  月  
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  研研究究  

 研研究究   

 きき   

         上   能成    

  自動 行 の進行方向提示と 者の安心感の関 性 査  情報処理学

会 文        

            

          

             

            

        

       

            

           

          

    

            

           

        

            

           

             

  

 

   

 

 国国際際   
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 国国 学学 ・・研研究究   

   

   自 視点 によるス ー  年電 情報通 学会 合大会  

 

   視点 情報に基づく高速か 高 な自 視点コンテン の生成と

 情報 ディ 学会 年 大会   

   視点ス ー 処理   情報 ディ 学会関 支部 会 未

を り く世界最先端 技術   

   合現実感提示による 者の視 支援  自動 技術会第１ 情報通

ディ 部 員会   
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 のの のの   

        能成  シミュレーションによるバス

ット ール の視 動の定  電 情報通 学会 技術研究報  

    

 大      能成  前 波ベータ 波数 に 目した 交通環境

の安心感  電 情報通 学会 技術研究報    

  

 本     能成    バ ミントン 技におけるシ トルを

る際の しさの要  電 情報通 学会 技術研究報    

  

       全方位カ ラと 面 で 成された

における 行き推定手法  電 情報通 学会 技術研究報    

  

 中  安     能成  からの視 がい者に対する の動き推

定  電 情報通 学会 技術研究報      

 大      能成  手 のスマート ンによる 行者の自

行 における進行方向推定  電 情報通 学会 技術研究報    

  

 本   能成      バ ミントン 技における 上げ動

の しさの要  本バ ミントン学会第 学会大会    

 中 直       能成    バ ミントン 技 にお

ける ット ーク を用いた 点領域の  本バ ミントン学会第 学会

大会    

       全方位カ ラと 面 で 成された

における 行き推定の  情報処理学会第 全国大会    

 

           自動 行 者の

備動 を目的とした 提示方  情報処理学会第 全国大会   

  

       次 形状 と 物 を用いた単 コン

テン のカ ラ ーク推定に関する  情報処理学会第 全国大会   
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         単 バ ミントン 技 における

手の 情報に基づく 応 間の計  情報処理学会第 全国大会   

  

       全方位 の ピ ーラ に基づく 次

成  電 情報通 学会 技術研究報       

 上              

と密度 を 的に制 する 次 形状表現  本バー ルリ リティ学会 第

合現実感研究会       

 野 大     能成    レーミング技術における 手動 の

解析  電 情報通 学会 技術研究報       

       ステー 上での立 位置に応じたカ ラ ーク生成

手法  情報 ディ 学会 年 大会     

      能成    ンスと を 動さ た 生成手

法の  情報 ディ 学会 年 大会     

         単 ィット ス ェック からの

次 動 データの  情報 ディ 学会 年 大会     

      能成  滑りやすい 行領域の からの 層学 によ

る  シン ウム     

         投影型 と トグラ トリの統合

による文 のための 影 点 示  本バー ルリ リティ学会 第

合現実感研究会       

 中 直       能成    バトミントン 処理に

おける ット ーク 動 を用いた 点位置とショット方向の 手法  電 情

報通 学会 技術研究報       

       の対 性を利用したス ッ 形状の 手

法  第 情報科学技術 ーラム    

 中 直     能成      バ ミントン におけ

る ット ーク を用いたショット 手法  第 情報科学技術 ーラム  

  

 野 大     能成    野 の 手の レーミング技術定

における の自動  第 情報科学技術 ーラム    

 上       動する 動 の表現に した 間 の学

による 物 動 法  第 の認 ・理解シン ウム    
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 大      能成  行の安全確 に向けた単 からの

バー型 物  電 情報通 学会 技術研究報     

 

      能成  を用いたサッカーの リース ース認知

における視 行動の解析  電 情報通 学会 技術研究報    

  

 

 書書   

   

     バ ミントン 技 処理における現 活用の 能性  本

 ラ      

 

  異異分分野野 連連携携・・ 学学 連連携携・・国国際際連連携携・・国国際際活活動動  

異異分分野野 連連携携 セセンンタターー   

なし

 

学学 連連携携  

 学 立 との共同研究（代表 ） 

「外界認 のための 次 理解」

外の 的整備された環境の認 および その結果に基づく 支援を目的と

して 数の手 によって した環境の 次 情報を統合し 次 マップを生成する

研究 査を実施した。筑波大学においては ローンで 影した からの 次

情報 および 上を 行する に り付けた カ ラの からの 次 情

報 の と課題 を行った。また 者が した 次 情報の統合による動的

次 マップ生成に向けた データの ・ 間技術に関する研究を実施した。

 学 技術イ ベーションセンター 間 大学 との共同研究（代

表 ） 

「自 視点 ディ を用いた 展示技術の研究開発」

自 視点 技術を用いた 展示技術の実現に向けた研究を実施した。

技術イ ベーションセンターが 有する立 形物の 視点 データセットの

視点 から生成される自 視点 コンテン を活用した展示方 に関する を

同センターと共同で実施した。立 形物を対 とした 展示技術の を目的とし

て 間 大学 の ラリー展示 の 視点 影実 を実施した。コンピュ
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ータビ ョン（ 次 処理）技術を用いて計算機 部で 影 を統合することで

自 視点 を生成し提示した。自 視点 に基づいて立 形物を 果的に す

るインタ ェースの と課題 を行った。

  

国国際際連連携携・・国国際際活活動動  

能成教 が中心となって 結した 計算科学研究センター イスラ ルの   

 および ルバイ ンの   およびイスラ ルの

  との 者間の により共同研究を継続実施し 査 付国際

会議発表１件を発表した。 

 

教 がオーストラリ の  と 結した により共同研究を継続実

施し 査 付国際会議発表 件・その の発表 件を発表した。 

 

  シシンンポポジジウウムム 研研究究 スス ーー のの  

なし
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  理理・・  

能成 

ンパ ー ント情報学プログラム 員会 員 

ンパ ー ント情報学プログラム 学 カリ ュラム 員会 員  

知能機能システム学位プログラム 学 カリ ュラム 員会 員  

全学教 会議 員 

 

 

ューマ クス学位プログラム 員会 員 

ューマ クス学位プログラム 入 員会 員  

知能機能システム学位プログラム・ ンパ ー ント情報学 入 員会 員 

知能機能システム 学 ・カリ ュラム 員会 員 

 

 

システム情報 学研究科知能機能システム 広報 員会 員

知能機能システム学位プログラム 学 ・カリ ュラム 員会 員 

 

  ・・国国際際  

 能成�
 電 情報通 学会 ディ クス リ ンス・ 環境基礎研究会  問�
 電 情報通 学会 サイバー ール  限研究 員会  員�

�
 �

 本バー ルリ リティ学会 研究会 員 �
 情報処理学会 コンピュータビ ョンとイ ー ディ 研究会  員�
 情報 ディ 学会ス ー 情報処理 限研究会  事�

�
 �

 情報処理学会 コンピュータビ ョンとイ ー ディ 研究会  員�
 電 情報通 学会 ディ クス リ ンス・ 環境基礎 研究会  員 

 本バ ミントン学会 研究推進 員 

 情報処理学会 第 情報科学技術 ーラム 員，プログラム 員�
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  のの  

能成 

知能科学センターでも研究に 事（プロ ェクト研究部 ビリティ分野）。 

 

 

筑波大学サイバ クス研究センターでも研究に 事。 
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